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ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
は
今
年
で
35
周
年
！

東
京
シ
テ
ィ
競
馬
（
T
C
K
）
は
、
昭
和

61
年
7
月
31
日
、
日
本
初
の
ナ
イ
タ
ー
競
馬

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
従
来
の
競
馬
場
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
き
く
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
メ
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
る
「
夜
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
」
と
し
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
瞬
間
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
ナ

イ
タ
ー
を
開
催
す
る
公
営
競
技
が
増
加
し
て

い
く
大
き
な
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る
「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

レ
ー
ス
」。
T
C
K
で
は
周
年
を
記
念
し
て

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
、
T
V
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
展
開
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

レ
ー
ス
っ
て
い
い
な
。」
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

【
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
誕
生
ま
で
の
道
の
り
】

① 

大
井
競
馬
場
存
続
の
危
機

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
」
開
始
の
背
景
に

は
大
井
競
馬
場
の
存
続
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。

大
井
競
馬
は
、
戦
後
の
誕
生
か
ら
成
長
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
48
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
暗
転
し
、
昭
和
58
年
の
競

馬
組
合
議
会
で
は
、
大
井
競
馬
の
存
廃
論
に

発
展
す
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
危
機

を
脱
す
る
た
め
に
目
指
し
た
の
が
、
日
本
初

の
ナ
イ
タ
ー
競
馬
の
実
現
で
し
た
。
当
時
の

大
井
競
馬
場
は
、
平
日
の
昼
間
を
中
心
に
競

馬
を
開
催
し
て
お
り
、
競
馬
場
に
来
場
す
る

こ
と
が
で
き
る
客
層
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
が
多
く
活
動
す

る
都
心
の
競
馬
場
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
、

ナ
イ
タ
ー
競
馬
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
大
井
競

馬
場
の
再
建
の
大
き
な
希
望
と
な
り
ま
し
た
。

② 
ナ
イ
タ
ー
競
馬
へ
の
壁

し
か
し
、
ナ
イ
タ
ー
競
馬
実
現
に
は
数
多

く
の
壁
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
競
馬
法
施

行
令
で
は
「
競
馬
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
」

と
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ま
ず
国
の
法
令

を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
所
在
地
で
あ
る
品
川

区
か
ら
了
承
を
得
る
こ
と
、
ま
た
地
元
の
近

隣
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
議
が
す
べ
て
整
っ
た
の
は
、
な

ん
と
ナ
イ
タ
ー
初
開
催
の
僅
か
ひ
と
月
前
の

こ
と
で
し
た
。

【
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
誕
生
！
】

昭
和
61
年
7
月
31
日
、
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

レ
ー
ス
は
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。
レ
ー
ザ
ー

光
線
と
花
火
、
そ
し
て
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
大

井
競
馬
場
の
夜
を
美
し
く
彩
り
、
レ
ー
ス
を

よ
り
迫
力
の
あ
る
も
の
へ
と
変
貌
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
入
場
者
は
約
4
万
人
、
売
得
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【
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
の
こ
れ
か
ら
】

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
べ
3
8
0
0
万
人
以
上
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
無
観
客
や

入
場
制
限
で
の
競
馬
開
催
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
在
宅
投
票
利
用
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ト
ゥ

イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
」
を
楽
し
め
る
施
策
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
や
社
会
の
動
き
を
的
確
に
捉
え
な
が

ら
、
東
京
シ
テ
ィ
競
馬
と
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

レ
ー
ス
は
進
化
し
続
け
ま
す
。

（
特
別
区
競
馬
組
合
広
報
課
）

金
は
10
億
超
を
記
録
し
、
当
時
の
レ
コ
ー
ド

を
更
新
し
ま
し
た
。
大
井
競
馬
場
は
、
ナ
イ

タ
ー
競
馬
の
実
現
を
き
っ
か
け
に
活
気
を
取

り
戻
し
、
そ
の
後
も
ナ
イ
タ
ー
競
馬
を
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い
様
々
な
施
策
に
果
敢
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

【
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
の
あ
ゆ
み
】

●
平
成
元
年
6
月

発
走
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
生
演
奏
ス
タ
ー
ト

●
平
成
13
年
6
月

競
馬
観
戦
型
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
タ
ー
ン
」
を
4
号
ス
タ
ン
ド
に
開
設

●
平
成
15
年
12
月

新
ス
タ
ン
ド
「
L
–W
I
N
G
」
オ
ー
プ
ン

●
平
成
24
年
7
月

7
月
31
日
が
「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
の

日
」（
日
本
記
念
日
協
会
認
定
）
に
設
定
。

●
平
成
27
年
11
月

新
ス
タ
ン
ド「
G
–F
R
O
N
T
」オ
ー
プ
ン

●
平
成
30
年
10
月

大
井
競
馬
場
内
を
舞
台
に
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
メ
ガ
イ
ル
ミ
」

オ
ー
プ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

2 4/26〜5/1 11,178,596,130円 1,109,017人 1,863,099,360円 184,836人 10,080円 112.1% 111.6% 100.5%
3 5/17〜21 8,525,068,090円 851,615人 1,705,013,620円 170,323人 10,010円 130.2% 149.2% 87.3%

トゥインクルレース35周年記念Short Movie
公開中！特設サイトはこちらから！→
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6
月
7
日
開
催
の
特
別
区
副
区
長
会
総
会
に
お
い

て
、
正
・
副
会
長
及
び
幹
事
が
選
任
さ
れ
、
同
日
付

で
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
正
・
副
会
長
は
令
和
5
年
6
月
6
日
ま

で
の
2
年
、
幹
事
は
令
和
4
年
6
月
6
日
ま
で
の
1

年
で
す
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

＊
印
は
再
任
の
役
員

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

6
月
14
日
、
山
﨑
孝
明
会
長
（
江
東
区
長
）、
武
井

雅
昭
副
会
長
（
港
区
長
）、
成
澤
廣
修
副
会
長
（
文
京

区
長
）
が
都
庁
で
、
小
池
百
合
子
知
事
に
就
任
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
各

区
が
行
う
個
別
・
集
団
接
種
を
進
め
て
い
く
中
で
、

国
や
都
が
独
自
に
設
置
し
た
大
規
模
接
種
会
場
で
の

集
団
接
種
、
企
業
や
大
学
で
の
職
域
接
種
が
開
始
さ

れ
る
な
ど
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。
各
区
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
の
変
化
に
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
池
知
事
か
ら
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
都
と
し
て
も
区
の
取
り
組
み
を

後
押
し
し
て
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
大
会
成
功
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
、
都
と
区
が
手
を
携
え
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

山
﨑
会
長
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

各
区
は
、
7
月
中
に
は
希
望
す
る
高
齢
者
の
接
種
を

終
え
よ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
あ
る
が
、

都
と
協
力
し
て
取

り
組
む
と
と
も

に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
大
会
成

功
に
向
け
て
も
必

死
に
頑
張
っ
て
い

く
旨
表
明
し
て
、

都
と
区
の
連
携
を

確
認
し
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

6
月
17
日
、
中
野
区
が
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
、「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
し

て
政
令
指
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

本
年
中
に
は
、
中
野
区
を
令
和
4
年
4
月
に
「
児

童
相
談
所
設
置
市
」
と
し
て
指
定
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。

※ 　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
4
月

か
ら
、
特
別
区
が
政
令
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
児

童
相
談
所
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

6
月
1
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
と
収
束
に
向
け
、
一
日
も
早
く
、
一
人
で
も
多

く
の
区
民
に
確
実
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
た
め
、

山
﨑
孝
明
会
長
（
江
東
区
長
）
が
、
河
野
太
郎
大
臣

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

河
野
大
臣
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
た

め
、
6
月
21
日
か
ら
企
業
や
大
学
な
ど
で
の
現
役
世

代
に
対
す
る
接
種
を
進
め
る
な
ど
、
国
と
し
て
各
自

治
体
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

山
﨑
会
長
か
ら
は
、
23
区
の
接
種
状
況
と
課
題
、

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
打
ち
手
の
確
保
や
供
給
の
円
滑

化
、
区
市
町
村
の
裁
量
へ
の
配
慮
を
は
じ
め
、
区
の

実
情
を
踏
ま
え
た
要
望
を
行
い
、
国
を
挙
げ
て
の
大

事
業
で
あ
る
の
で
、
区
と
し
て
も
必
死
に
取
り
組
む

旨
表
明
し
て
、
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

  　

こ
の
改
正
を
受
け
て
、
22
区
が
設
置
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
、
都
と
の
調
整
や

都
・
他
県
市
の
児
童
相
談
所
へ
の
派
遣
研
修
等
を

行
い
な
が
ら
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  　

現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和
2
年
度
に
世
田
谷
区
、

江
戸
川
区
、
荒
川
区
が
、
ま
た
本
年
4
月
に
港
区

が
児
童
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
長
会
新
役
員
が

東
京
都
知
事
へ
就
任
の
挨
拶

中
野
区
が「
児
童
相
談
所
設
置
市
」

の
政
令
指
定
を
要
請

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

河
野
太
郎
大
臣
と
意
見
交
換

特
別
区
副
区
長
会

　
　
　
　
　
　

新
役
員
が
就
任

特別区副区長会役員

＊ 会　長 荒川区 佐　藤　安　夫

＊ 副会長 板橋区 橋　本　正　彦

＊ 副会長 墨田区 高　野　祐　次

幹　事 中央区 齊　藤　　　進

幹　事 台東区 荒　川　聡一郎

幹　事 大田区 川　野　正　博

幹　事 練馬区 小　西　將　雄

幹　事 江東区 押　田　文　子

左より山﨑孝明会長、河野太郎大臣

左から成澤副会長（文京区長）、山﨑会長（江東
区長）、小池知事、武井副会長（港区長）
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特別区議会議長会会長就任あいさつ
こ
の
度
、
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
杉
並
区
議
会
議

長
の
大
和
田　

伸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り

ま
す
が
、
副
会
長
の
田
中
と
し
か
ね
文

京
区
議
会
議
長
を
は
じ
め
各
議
長
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
、
特
別
区
政
の
円

滑
な
運
営
と
そ
の
発
展
の
た
め
精
一
杯

務
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
、
あ
ら
ゆ

る
方
策
を
駆
使
す
る
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
順
次
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

そ
の
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
収
束
に
向
け
、
な
お
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
社
会
経
済
や

国
民
生
活
へ
の
影
響
を
注
意
深
く
見
極

め
な
が
ら
、
再
び
活
力
と
成
長
を
目
指

す
戦
略
が
描
け
る
よ
う
、
国
と
地
方
自

治
体
と
が
力
を
合
わ
せ
て
、
国
民
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
切
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
間
近
に
迫
っ
た
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
は
、
感
染

症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
選
手
た
ち
が
存

分
に
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
平
和

で
よ
り
良
い
世
界
を
つ
く
る
た
め
の
相

互
理
解
の
場
と
な
る
よ
う
、
開
催
地
と

し
て
大
会
の
成
功
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

特
別
区
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
地
と
し
て
区
域
内
だ
け
で
な
く
、

わ
が
国
全
体
の
持
続
と
発
展
に
も
大
き

な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
、
9
5
0
万
人
を
超
え
る

区
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
仕
事
・

地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て
そ
の
個
性
や

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
福
祉
・
医
療
の
充
実
、

老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
、
首
都
直
下
地
震
等
に
備
え
た
防

災
・
減
災
対
策
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

区
民
の
代
表
で
あ
る
各
区
議
会
は
、

区
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け
、
行

政
と
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
各
区
が
共
同
で

取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題
や
、
国
や

東
京
都
の
制
度
に
関
わ
る
課
題
も
あ
り

ま
す
。

各
区
議
会
を
代
表
す
る
議
長
の
集
ま

り
で
あ
る
特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
連

携
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
区
民
の
皆
様
の
声
を
国
や
東
京
都

に
要
望
と
し
て
届
け
、
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
着
実
に
受
け
継

ぎ
、
特
別
区
政
の
一
層
の
発
展
に
繋

げ
、
特
別
区
の
地
域
で
活
躍
す
る
す
べ

て
の
皆
様
の
幸
福
の
た
め
、
特
別
区
長

会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
23
名
が
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
関
係

各
位
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

 

　

 

　
　

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

　
　
　杉
並
区
議
会
議
長

　大
和
田

　伸
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6
月
28
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
挙
、
副
管
理
者
等
の
選
任
同
意
な
ど

の
主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
副
管
理
者
の
選

任
同
意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・ 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・ 

港
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

品
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

世
田
谷
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

板
橋
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

新
江
東
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

有
明
清
掃
工
場
プ
ラ
ン
ト
制
御
用
電
算
シ
ス
テ
ム
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

6
月
18
日
開
催
の
特
別
区
議
会
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、
新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

文
京
区
議
会
議
長
が
6
月
24
日
で
交
代
し
た
こ
と
に

よ
り
、
同
日
付
け
で
副
会
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

最
新
の
「
特
別
区
議
会
議
長
会
名
簿
」
に
つ
い
て

は
、
特
別
区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

tokyo23city-gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

特
別
区
議
会
議
長
会
新
役
員
の

選
任

特別区議会議長会役員

会　　長 大和田　　　伸 杉並区議会議長 6月18日〜

副 会 長
海老澤　敬　子 文京区議会議長 6月18日〜6月24日

田中　としかね 文京区議会議長 6月24日〜

会計監事 木　内　　　清 墨田区議会議長 6月18日〜

幹　　事 木　村　克　一 中央区議会議長 6月18日〜

幹　　事 菅　谷　元　昭 荒川区議会議長 6月18日〜

幹　　事 本　多　健　信 品川区議会議長 6月18日〜

幹　　事 かしわざき　強 練馬区議会議長 6月18日〜

幹　　事 福　本　光　浩 江戸川区議会議長 6月18日〜

参　　与 桑原　ようへい 新宿区議会議長 6月18日〜

参　　与 おのせ　康　裕 目黒区議会議長 6月18日〜

6
月
18
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
及
び
管
理
者
の
選
挙
、
副
管
理
者
等
の
選

任
同
意
な
ど
の
主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て�

（
同
意
）

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て�

（
同
意
）

・ 

特
別
区
競
馬
組
合
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・ 

公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
の
買
入
れ
に
つ
い
て　
　

�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
3
年
第
2
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

組　　合　　役　　員

＊ 管 理 者 武　井　雅　昭 港区長
＊ 副 管 理 者 長谷部　　　健 渋谷区長
＊ 副 管 理 者 近　藤　弥　生 足立区長

副 管 理 者 斉　藤　　　弘 知識経験者
監 査 委 員 田　辺　裕　子 知識経験者

＊ 監 査 委 員 木　内　　　清 墨田区議会議長

議　　会　　役　　職

議 長 おのせ　康　裕 目黒区議会議長
副 議 長 大和田　　　伸 杉並区議会議長
総務・事業委員長 鈴　木　隆　之 大田区議会議長
総務・事業副委員長 桜　井　ただし 千代田区議会議長
財 務 委 員 長 坂本　あずまお 板橋区議会議長
財 務 副 委 員 長 水　島　道　徳 台東区議会議長
運 営 委 員 長 菅　谷　元　昭 荒川区議会議長
運 営 副 委 員 長 福　本　光　浩 江戸川区議会議長

令
和
3
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

組　　合　　役　　員

管 理 者 山　﨑　孝　明 江東区長
＊ 副 管 理 者 成　澤　廣　修 文京区長
＊ 副 管 理 者 深　井　祐　子 知識経験者
＊ 監 査 委 員 木　内　　　清 墨田区議会議長
＊ 監 査 委 員 山　本　泰　人 中央区長
＊ 監 査 委 員 本　間　敏　明 知識経験者

議　　会　　役　　職

議 長 桑原　ようへい 新宿区議会議長
副 議 長 田中　としかね 文京区議会議長
総務・事業委員長 桜　井　ただし 千代田区議会議長
総務・事業副委員長 鈴　木　隆　之　 大田区議会議長
財 務 委 員 長 水　島　道　徳 台東区議会議長
財務副委員長 坂本　あずまお 板橋区議会議長
運 営 委 員 長 福　本　光　浩 江戸川区議会議長
運営副委員長 菅　谷　元　昭 荒川区議会議長



8

『サマージャンボ宝くじが7月13日から
全国発売！ネット販売も』

7月13日（火）から、「サマージャンボ
宝くじ」と「サマージャンボミニ」の2
種類が全国で同時発売されます。宝くじ
売場の他、ネット購入もできます。

当せん金は、サマージャンボが、1等5
億円、前後賞合わせて7億円。本数は、1
等5億円が23本、前後賞1億円が46本、2
等1,000万円も46本あります。

サマージャンボミニは、1等3,000万円
で、1等前後賞1,000万円、2等5万円、3等
1万円です。

　明るく住みよい
　　　　まちづくりのために

昨年のサマージャンボ宝くじは、全国
で743億円の売上げがあり、当せん金や
手数料等の発売経費を除いた261億円が
全国の都道府県に交付され、そのうち約28億円が当協会に配分されました。

配分された収益金は、区市町村の災害対策事業や公共施設整備事業の資金として低利の貸付を行ったり、「みどり東京・温
暖化防止プロジェクト」「特別区全国連携プロジェクト関連事業」等、区市町村が連携・共同して行う事業に助成したりする
ことによって、区市町村の明るく住みよいまちづくりのために活用されます。

収益金は、各地域の売上実績などに応じて配分されますので、皆さん、お買い求めは、ぜひ『都内の宝くじ売場』で！　都
内にお住まいの方は、ネット購入も、都内売上実績につながります。

詳しくは、「公式サイト」https://www.takarakuji-official.jp/　をご覧ください。
◎発売期間　7月13日（火）から8月13日（金）
◎抽せん日　8月25日（水）
公益財団法人東京都区市町村振興協会　　電話（5210）9945

令
和
3
年
6
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■ 

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備

局
か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て

■ 

都
の
大
規
模
接
種
会
場
開
設
等
に
つ
い
て

■ 

令
和
4
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
（
特
別
区
長
会
独
自
要
望
分
）
に
つ
い
て

■ 

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て

■ 

廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て

■ 

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■ 

令
和
2
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算
概
要
等
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
推
進
会
議
の

概
要
に
つ
い
て

■ 

税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

令
和
2
年
度
特
別
区
長
会
決
算
認
定
に
つ
い
て

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応

に
つ
い
て

区
長
会
事
務
局
長
の
選
任
同
意

　 

令
和
3
年
6
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
区
長

会
総
会
に
お
い
て
、
入
澤
幸
氏
（
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
長
）
が
事
務
局
長

に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

■ 

令
和
3
年
度
議
長
会
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
3
年
度
第
2
回
）

に
つ
い
て

■ 

特
別
区
協
議
会
理
事
会
議
決
結
果
及
び
定
時
評
議

員
会
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■ 

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
（
書
面
開
催
）
の

概
要
に
つ
い
て

■ 

前
期
議
長
会
か
ら
の
申
し
送
り
事
項
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
議
長
会
等
の
予
定
に
つ
い
て

■ 

議
長
会
主
催
「
特
別
区
政
意
見
交
換
会
」
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

6.16

会
長
区

6.18

会
長
議
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6
月
16
日
（
水
）
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
審
議
結
果
︾

〇
予
算
案
件

　

・ 

令
和
3
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

〇
条
例
案
件

　

・ 
特
別
区
立
幼
稚
園
医
、
幼
稚
園
歯
科
医
及
び
幼

稚
園
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

　

・ 

公
益
的
法
人
等
へ
の
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務

組
合
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
及
び
社
会

福
祉
法
人
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
社
会

福
祉
事
業
団
に
対
す
る
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

〇
人
事
案
件

　

・ 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
常
勤
副
管
理
者
の

選
任
に
つ
い
て（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

常
勤
副
管
理
者
に
入
澤
幸
氏
を
選
任
に
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

6
月
28
日（
月
）に
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
審
議
結
果
︾

〇
承
認
案
件

　

・
令
和
2
年
度
決
算�

（
承
認
）

〇
報
告
案
件

　

・
令
和
2
年
度
事
業
報
告�

（
了
承
）

　

・
令
和
2
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

〇
人
事
案
件

　

・
理
事
の
選
任
に
つ
い
て�

（
選
任
に
同
意
）

　

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

1
　
決
議
事
項

（
1
） 

人
事
案
件

役
付
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

 　

入
澤
幸
理
事
を
常
務
理
事
に
選
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
理
事
全
員
か
ら
同
意
の
意
思
表
示
が
あ
り
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
事
2
名
か
ら
の
当
該
提

案
に
対
す
る
、
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
決
議
の
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

　

令
和
3
年
6
月
28
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
３
年
第
２
回
特
別
区
人
事
・　

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

６
月
15
日
（
火
）
に
評
議
員
選
定
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
審
議
内
容

（
1
） 

評
議
員
選
定

 　

5
月
14
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
、
特
別
区
の
議
長
会
、
区
長
会
の
役
員
改
選

に
伴
う
、
14
名
の
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
が
あ
り

ま
し
た
。
選
定
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、
14
名
全

員
が
当
協
議
会
の
評
議
員
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
任
期

 　

前
任
者
の
残
任
期
間
【
令
和
3
年
6
月
28
日
開

催
の
令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
か
ら

令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
】

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
３
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会
評
議
員
選
定
委
員
会
の
結
果

令
和
3
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会
定
時
評
議
員
会
の
結
果

公益財団法人特別区協議会 役員一覧

令和3年6月28日現在
評議員（16人）
木　村　克　一 中央区議会議長 ※新任
田 中 利 周 文京区議会議長 ※新任
菅　谷　元　昭 荒川区議会議長 ※新任
本　多　健　信 品川区議会議長 ※新任
大和田　　　伸 杉並区議会議長 ※新任
柏　㟢　　　强 練馬区議会議長 ※新任
木　内　　　清 墨田区議会議長 ※新任
福　本　光　浩 江戸川区議会議長 ※新任
山　本　泰　人 中 央 区 長 ※新任
武　井　雅　昭 港 区 長 在任
服　部　征　夫 台 東 区 長 在任
濱　野　　　健 品 川 区 長 ※新任
長谷部　　　健 渋 谷 区 長 ※新任
酒　井　直　人 中 野 区 長 ※新任
坂　本　　　健 板 橋 区 長 ※新任
近　藤　弥　生 足 立 区 長 ※新任

※新任（14名）：6月15日開催の評議員選定委員会で選任された。

理事（7人）
山　﨑　孝　明 江 東 区 長 在任
吉　住　健　一 新 宿 区 長 ※新任
花　川　與惣太 北 区 長 在任
青　木　英　二 目 黒 区 長 ※新任
高　野　之　夫 豊 島 区 長 ※新任
青　木　克　德 葛 飾 区 長 ※新任
入　澤　　　幸 知 識 経 験 者 ※新任

※新任（5名）：6月28日開催の定時評議員会で選任された。

監事（2人）
成　澤　廣　修 文 京 区 長 在任
小笠原　行　伸 知 識 経 験 者 在任

6
月
24
日（
木
）に
書
面
に
よ
る
理
事
会
み
な
し
決
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
決
議
事
項

（
1
） 

人
事
案
件

理
事
候
補
者
1
名
の
推
薦
に
つ
い
て

 　

志
賀
德
壽
理
事
が
令
和
3
年
6
月
28
日
開
催
の

定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
を
も
っ
て
辞
任
す
る

た
め
、
後
任
の
理
事
候
補
者
と
し
て
、
入
澤
幸
氏

を
選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
全
員
か
ら
同

意
の
意
思
表
示
が
あ
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
監
事
2
名
か
ら
の
当
該
提
案
に
対
す
る
、

異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
決
議
の
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

　

令
和
3
年
6
月
24
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

　

6
月
28
日（
月
）に
書
面
に
よ
る
理
事
会
み
な
し
決
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
３
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議

会
第
２
回
理
事
会（
み
な
し
決
議
）の
結
果

令
和
３
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議

会
第
３
回
理
事
会（
み
な
し
決
議
）の
結
果
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東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
特
別

区
協
議
会
と
江
東
区
と
の
共
催
に
よ
る
パ

ネ
ル
展
示
「
魅
力
発
信
！
ス
ポ
ー
ツ
と
人

情
が
あ
つ
い
ま
ち
、「
江
東
区
」」
を
開
催

し
ま
す
。

江
東
区
は
、
東
京
23
区
の
東
部
に
位
置

し
、
隅
田
川
、
荒
川
、
そ
し
て
東
京
湾
に

囲
ま
れ
た
水
と
緑
豊
か
な
水
彩
都
市
で

す
。
江
戸
の
歴
史
・
文
化
を
残
し
、
明
治

期
に
は
水
運
、
流
通
、
工
業
の
一
大
拠
点

と
な
っ
た
下
町
情
緒
と
人
情
あ
ふ
れ
る

「
深
川
エ
リ
ア
」
・
「
城
東
エ
リ
ア
」、
未

来
型
の
都
市
整
備
が
進
む
「
湾
岸
エ
リ

ア
」
と
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
続
く
寺
社
と
公
園
が
一
体
と

な
っ
た
門
前
仲
町
、
梅
〜
桜
〜
藤
〜
菊
と

季
節
ご
と
に
花
を
楽
し
め
る
亀
戸
、
市
場

の
周
り
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
る
豊
洲
。
さ
ら
に
東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

で
は
全
国
の
区
市
町
村
で
最
多
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
、
ぜ
ひ
江
東
区
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
く
だ
さ
い
。

【
江
東
区
魅
力
紹
介
展
示
】

●
展
示
期
間
： 

令
和
3
年
7
月
15
日（
木
）〜
9
月
6
日（
月
）（
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
）

●
展
示
時
間
：

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

　

土
曜
日　
　
　
　
　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※
展
示
日
時
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
公
財
）特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の
う
え
、
ご
来
館
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
江
東
区
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し

て
い
る
埼
玉
県
町
村
会
と
の
連
携
事
業
と
し

て
、
埼
玉
県
23
町
村
の
紹
介
展
示
を
令
和
3

年
5
月
11
日
（
火
）
か
ら
6
月
24
日
（
木
）

ま
で
、
東
京
区
政
会
館
1
階
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
展
示
で
は
、
ぷ
ら
っ
と
気
軽
に
お
出

か
け
で
き
る
「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の

観
点
か
ら
、
自
然
、

遊
び
、
グ
ル
メ
等
を

テ
ー
マ
に
、
埼
玉
県

各
町
村
の
魅
力
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
の
展

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
設
置
等
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
5
月
28
日

（
金
）
に
は
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

と
き
が
わ
町
の
物
産

品
販
売
を
行
い
、
多

く
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
埼

玉
県
23
町
村
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
見
し
、

交
流
を
深
め
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
る
展

示
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

第
2
回
の
全
国
連
携
展
示
は
、
令
和
3
年
11
月
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

令
和
３
年
度
第
１
回
全
国
連
携
展
示（
埼
玉
県
町
村
）

「
ぷ
ら
っ
と
埼
玉
〜
ち
か
く
て
楽
し
い
プ
チ
旅
行
〜
」を

開
催
し
ま
し
た

江東区観光キャラクター  コトミちゃん

「江東区魅力紹介展示」を開催します

魅力百様、江東区。オンライン観光写真コンテスト
2020入選作品「カヌーで楽しむ！」
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特別区立幼稚園教員採用候補者選考の
応募状況

今
年
度
の
採
用
候
補
者
選
考
の
申
込
者
総
数
は
3
8
7
名
で
、
昨
年
に
比
べ
53
名
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

第
1
次
選
考
（
筆
記
試
験
）
を
6
月
20
日
（
日
）
に
、
第
2
次
選
考
（
実
技
・
面
接
試
験
）
を
8

月
14
日
（
土
）
及
び
15
日
（
日
）
に
実
施
し
、
9
月
10
日
（
金
）
に
最
終
合
格
者
の
発
表
を
行
う
予

定
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

今
年
度
の
園
長
選
考
に
は
8
名
、
副
園
長
選
考
に
は

12
名
の
受
験
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

副
園
長
選
考
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
12
名
は
、
管
理

職
候
補
者
養
成
研
修
（
修
了
者
は
筆
記
試
験
免
除
）
の

受
講
予
定
者
で
す
。

園
長
・
副
園
長
選
考
と
も
、
筆
記
試
験
（
論
文
）
は
、

7
月
25
日
（
日
）
に
、
面
接
試
験
は
、
8
月
21
日
（
土
）

に
実
施
し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

1,000

800

600

400

200

0
28年度 29年度 30年度 令和元年度

782

627

人

特別区立幼稚園教員採用候補者選考の申込者数の年度推移

令和2年度

576
537

440

令和3年度

387

特別区立幼稚園教員採用候補者選考応募状況

年　度 応募者数 合格者見込数

令和3年度実施
（令和4年度採用） 387名 5名程度

令和2年度実施
（令和3年度採用） 440名 30名程度

増　減 53名減  

令和3年度特別区立幼稚園園長・副園長選考受験申込状況

年　度 園長選考（名） 副園長選考（名）

令和3年度 8 12

令和２年度 ７ ５

増　減 1 7

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・
副
園
長

選
考
受
験
申
込
状
況
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特別区職員採用試験・選考の
申込受付を開始しました

特
別
区
人
事
委

員
会
は
、
令
和
3

年
度
特
別
区
職
員

経
験
者
採
用
試

験
・
選
考
及
び
就

職
氷
河
期
世
代
を

対
象
と
す
る
採
用

試
験
の
第
1
次
試

験
・
選
考
を
9
月

11
日
（
土
）
に
、

Ⅲ
類
採
用
試
験
及

び
障
害
者
を
対
象

と
す
る
採
用
選
考

の
第
1
次
試
験
・

選
考
を
9
月
12
日

（
日
）
に
実
施
し

ま
す
。
申
込
期
間

等
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
）

採 用 予 定 数 等
採用区分 試験・選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
（1級職）

事　　務 110名程度

・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和37年4月2日以降に生まれた人。
・ 民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人。業務従事歴は、1つの民間企業等での継続
した経験を対象とし、複数の経験は通算しない。

土木造園（土木） 9名程度
建　　築 15名程度
機　　械 6名程度
電　　気 8名程度
福　　祉 14名程度
児童福祉 14名程度 ・国籍を問わず、昭和37年4月2日以降に生まれた人。

・ 民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近10年中4
年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が2年以上ある人。

児童指導 13名程度
児童心理 10名程度

経験者
2級職（主任）

事　　務 44名程度 ・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和37年4月2日以降に生まれた人。
・ 民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人。業務従事歴は、1年以上の期間について、
複数のものを通算することができる。ただし、そのうち1ヵ所については、継続した4年以上の経験を有
すること。

土木造園（土木） 5名程度
建　　築 4名程度
福　　祉 13名程度
児童福祉 20名程度 ・国籍を問わず、昭和37年4月2日以降に生まれた人。

・ 民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近14年中8
年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が3年以上ある人。

児童指導 9名程度
児童心理 9名程度

経験者
3級職（係長級）

児童福祉 6名程度 ・国籍を問わず、昭和37年4月2日以降に生まれた人。
・ 民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近18年中
12年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が5年以上ある人。

児童指導 2名程度
児童心理 8名程度

Ⅲ　　類 事　　務 125名程度 ・日本国籍を有する人で、平成12年4月2日から平成16年4月1日までに生まれた人

障害者 事　　務 73名程度

・日本国籍を有する人
・以下のアからエのいずれかに該当する人
　ア　身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
　イ　都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けている人
　ウ　児童相談所等により知的障害者であると判定された人
　エ　 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

いる人
・平成2年4月2日から平成16年4月1日までに生まれた人

就職氷河期世代 事　　務 35名程度
・日本国籍を有する人
・昭和45年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人
※職務経験は不問です。

※実施日程及び試験・選考方法については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等によっては、延期・変更となる場合があります。
※ 各試験・選考における受験資格の詳細は、各試験・選考案内をご覧ください。各試験・選考案内は、各区役所の人事担当課または東京区政会館4Fの特別区自治
情報・交流センターで配布しています。また、各試験・選考案内は、特別区人事委員会ホームページの「採用試験案内」からPDF形式で見ることができます。

※ Ⅰ類採用試験【一般方式】及び【土木・建築新方式】（令和3年5月2日第1次試験実施）に申し込んだ人は、受験の有無や試験区分に関わらず、今回実施する経
験者採用試験・選考及び就職氷河期世代を対象とする採用試験に申し込むことはできません。

※経験者採用試験・選考について
　「福祉」「児童福祉」「児童指導」の試験・選考区分は、次のいずれかの資格・免許を有することが必要です。
　①社会福祉士　②児童指導員　③保育士（保育士となる資格を有し、都道府県知事の登録を受けていること）
　「児童心理」の試験・選考区分は、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）の心理学科を卒業又はこれに相当することが必要です。
　「事務」以外の試験・選考区分は、当該試験・選考区分に関連した業務従事歴が必要です。

日　　程

採用区分 申込期間 1次試験・選考 １次試験・選考
合格発表 2次試験・選考 最終合格発表

経験者

　6月24日（木）〜
　7月15日（木）
　【受信有効】

9月11日（土）

10月22日（金）

10月30日（土）、10月31日（日）、
11月6日（土）、11月7日（日）

のうち指定する1日

11月19日（金）

就職氷河期世代 11月3日（水）

Ⅲ　類

9月12日（日）

11月4日（木）、11月5日（金）
のうち指定する1日

障害者 10月13日（水）
11月1日（月）、11月2日（火）、

11月8日（月）
のうち指定する1日
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特
別
区
内
に
お
い
て
路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
及
び
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
す
る
支

援
は
、
就
労
に
よ
る
自
立
と
社
会
生
活
へ
の
復
帰
を

基
本
に
、
平
成
12
年
度
か
ら
都
区
共
同
の
路
上
生
活

者
対
策
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

平
成
27
年
4
月
施
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

お
け
る
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
一
時
生
活
支
援
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
特
別
区
の
役
割
の
う
ち
、
巡

回
相
談
事
業
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
、
自
立
支
援
事

業
、
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
及
び
支
援
付
地
域
生

活
移
行
事
業
は
、
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

（
以
下「
特
人
厚
」と
い
う
。）が
共
同
処
理
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
拠
点
と
な
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
23
区
を
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
1
か
所
設
置
（
5

年
毎
に
設
置
区
を
持
ち
回
り
）
し
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
は
、
新
宿
寮
、
豊
島
寮
を
廃
止
し
、
新
た
に

千
代
田
寮
、
板
橋
寮
を
開
設
し
ま
し
た
。
な
お
、
令

和
元
年
度
に
廃
止
し
た
台
東
寮
に
代
わ
り
、
荒
川
寮

も
令
和
2
年
度
に
開
設
し
ま
し
た
。

◆
巡
回
相
談
事
業

巡
回
相
談
事
業
は
、
各
区
と
連
絡
・
調
整
の
う
え
、

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
地
域
を
巡
回
、
面
接
相
談
し
、

支
援
事
業
の
情
報
提
供
・
利
用
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う

も
の
で
す
。
令
和
3
年
冬
期
の
路
上
生
活
者
数
は
、

5
4
9
人
（
都
実
施
「
路
上
生
活
者
概
数
調
査
」）

で
、
令
和
2
年
同
期
よ
り
8
人
減
少
し
、
令
和
2
年

度
に
巡
回
相
談
を
行
っ
た
延
べ
人
数
は
4
7
1
5
人

と
前
年
度
（
4
9
8
6
人
）
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
の
視
点
か
ら
路
上
生
活
者
に
対

し
て
支
援
を
行
う
看
護
師
同
行
の
巡
回
（
月
1
回
程

度
各
区
の
巡
回
に
同
行
）
を
平
成
27
年
度
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
3
5
8
件
の
医

療
相
談
を
受
け
、
血
圧
測
定
や
検
診
な
ど
延
べ

6
2
4
件
の
医
療
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
緊
急
一
時
保
護
事
業
・
自
立
支
援
事
業

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
特
別
区
内
の
路
上
生
活

者
な
ど
に
対
し
て
、
一
時
的
な
保
護
に
よ
る
心
身
の

回
復
な
ど
を
目
的
に
、
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
援
護
を
行

う
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
入
所
後
は
、
自
立
に
向
け

た
調
査
や
評
価（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）な
ど
も
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
利
用
者
数
は
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成

20
年
度
（
3
0
5
3
人
）
か
ら
漸
減
傾
向
に
あ
り
、

令
和
2
年
度
は
8
5
7
人
と
3
割
程
度
に
減
少
し
ま

し
た
（
グ
ラ
フ
1
）。
背
景
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
生
活
保
護
申
請
件
数
の
増
加
や
生
活
福
祉
資

金
貸
付
の
増
加
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
増
加
な
ど
社

会
経
済
状
況
の
変
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
本
事
業
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
23
区
内
に
お
り
、
今
後
も
継
続
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
属
性
は
、
年
齢
構
成
が
グ
ラ
フ
2
、
路

上
生
活
期
間
が
グ
ラ
フ
3
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
元
年
度
に
比
べ
50
代
の
方
の
利
用
が
5
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
、
路
上
生
活
3
年
以
上
の
方
の
利
用
も
2
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
入
所
者
の
就
労
に

よ
る
自
立
や
、
円
滑
な
地
域
生
活
移
行
を
支
援
す
る

も
の
で
、
安
定
的
な
雇
用
先
の
確
保
及
び
速
や
か
な

就
労
の
開
始
と
そ
の
継
続
の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
職
業
相
談
員
に
よ
る
専
門
的
な
就
労
相

談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
生
活
相
談
や
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
相
談
（
住
宅
相
談
、
法
律
相
談
、

健
康
相
談
な
ど
）
の
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

3,053 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H20年度 H26年度 H30年度 R2年度R1年度

グラフ１ 緊急一時保護事業・自立支援事業利用者数の推移

1,314 1,223 
939

1,203

837

993

672

857

1,571

自立支援事業
利用者

緊急一時保護
事業利用者

路上生活者対策事業の紹介
（令和2年度実績報告）
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令
和
2
年
度
は
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
利
用
し

た
方
の
う
ち
77
％
が
本
事
業
に
移
行
し
、
そ
の
う
ち

57
％
が
就
労
自
立
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
就
労

自
立
を
果
た
し
た
対
象
者
が
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
地
域

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
申
込
に
基
づ
き

必
要
な
支
援
（
訪
問
・
電
話
に
よ
る
生
活
就
労
面
の

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
2
年
度
は
、
就
労
自
立
し
た
方
の
85
％
が
本

事
業
を
申
し
込
み
、
相
談
件
数
は
延
べ
6
3
1
8
件

（
令
和
元
年
度
7
9
2
2
件
）
で
し
た
。

◆
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業

路
上
生
活
が
長
期
化
・
高
齢
化
し
た
方
に
対
し
て
、

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
都
区

共
同
事
業
を
令
和
元
年
度
よ
り
23
区
全
域
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
路
上
で
の
巡
回
相
談
、
支

援
付
住
宅
で
の
居
住
支
援
及
び
見
守
り
支
援
を
一
貫

し
て
行
う
も
の
で
す
。

令
和
2
年
度
は
、
46
人
（
令
和
元
年
度
55
人
）
が

新
た
に
支
援
付
住
宅
を
利
用
し
、
47
人
（
令
和
元
年

度
39
人
）
が
退
所
し
て
お
り
、
退
所
者
の
内
41
人

（
令
和
元
年
度
35
人
）
が
期
間
満
了
に
伴
う
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
生
活
保
護
を
受
給
し
、
ア
パ
ー
ト

等
を
利
用
し
て
地
域
生
活
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
今
後
も
23
区
及
び
都
と
と
も
に
現

に
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
「
路
上
生
活
か
ら
の

脱
却
」
と
、
路
上
生
活
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
の

「
路
上
生
活
へ
の
移
行
防
止
」
の
た
め
に
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

0%
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90%
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4%
14%

24%

34%

23%

H20年度

15%

22%

29%

21%

13%

H26年度

15%

18%

22%

32%

13%

R2年度

15%

20%

26%

27%

12%

R1年度

14%

20%

26%

27%

13%

H30年度

グラフ２ 緊急一時保護事業利用者の年齢構成の推移

60歳
以上

50代

40代

30代

20代
以下

44%

15%

9%
7%
8%

18%
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65%
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62%

14%

6%
4%
6%
8%

R1年度

グラフ３ 緊急一時保護事業利用者の路上生活期間の推移

3年以上

3年未満

1年未満

6月未満

3月未満

1月未満

◆　◆　今後の自立支援センターの整備の在り方　◆　◆
　自立支援センターの利用者属性は、事業開始当初に比べて若年
化するなど大きく変化しており、また、今般の新型コロナウイル
ス感染症対策やプライバシーの尊重等、自立支援センターにおい
ては様々な課題があります。
　都区共同事業である路上生活者対策事業においては、都区協議
組織であるホームレス対策連絡協議会を設け、自立支援センター
の運営・整備の在り方について継続的に評価検討を重ねてきまし
た。令和2年度は、自立支援センターの居室の個室化について
検討するとともに、用地の確保が困難な状況を踏まえ、整備手法
について次のとおりまとめました。

〇 今後整備する自立支援センターについては、居室は個室を基本
とする。
〇 従来の1棟型整備が困難な場合に、本体施設と離れた場所へ
のサテライト型整備や、本体施設の定員（70名）を減らし、
その分自立支援住宅（アパート）の定員を増やす、自立支援住
宅活用型整備を可能とする。
〇 既存施設改修型に、サブリース事業者がオーナーから借り上げ
た賃貸物件を活用するサブリース方式を追加する。
　今年度は、令和5年度に開設する次期自立支援センターに備え、
これらの方針の具体化についてさらに検討を進めてまいります。
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光
が
丘
清
掃
工
場
が
、
令
和
3
年
3

月
15
日
に
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
し
く
な
っ
た
光
が
丘
清

掃
工
場
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
◆
建
替
工
事
の
概
要
◆

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
、「
清
掃
一
組
」
と
い
う
）
で

は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
定

め
て
、
循
環
型
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の

推
進
に
向
け
、
効
率
的
で
安
定
し
た
中

間
処
理
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画

的
に
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
光

が
丘
清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
約
32
年
稼
働
し
た
旧
光

が
丘
清
掃
工
場
（
以
下
、「
旧
工
場
」

と
い
う
）
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
新

工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
建
替
工
事

は
、
解
体
工
事
を
含
め
、
平
成
28
年
6

月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
、
約
4
年

9
か
月
を
要
し
ま
し
た
。

　
　
◆
新
工
場
の
特
徴
◆

1 

周
辺
環
境
と
の
調
和

旧
工
場
は
、
大
規
模
な
地
域
開
発
の

中
で
計
画
、
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
工
場

周
辺
は
多
く
の
区
民
の
生
活
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
住
宅
、
病
院
、
商
業
施

設
、
公
園
な
ど
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

建
替
事
業
で
は
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
清

掃
工
場
」
と
し
て
、
周
辺
環
境
に
配
慮

し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
の
高
さ
を
旧

工
場
よ
り
も
低
く
し
て
、
圧
迫
感
を
抑

え
て
い
ま
す
。
敷
地
内
の
緑
化
に
あ

た
っ
て
は
、
既
存
樹
木
を
可
能
な
限
り

利
用
す
る
と
と
も
に
、
高
木
や
中
・
低

木
を
組
み
合
わ
せ
た
植
栽
を
行
う
こ
と

で
、
都
立
光
が
丘
公
園
な
ど
周
辺
の
緑

と
の
調
和
を
図
り
ま
し
た
。

2 
最
新
の
プ
ラ
ン
ト
設
備

光
が
丘
清
掃
工
場
は
、
旧
工
場
と
同

様
、
1
日
最
大
3
0
0
ト
ン
の
可
燃
ご

み
を
焼
却
し
ま
す
。
焼
却
炉
は
最
新
の

燃
焼
管
理
シ
ス
テ
ム
で
制
御
さ
れ
、
旧

工
場
よ
り
も
効
率
的
で
、
安
定
し
た
ご

み
焼
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

は
、
い
く
つ
も
の
公
害
防
止
設
備
で
除

去
さ
れ
ま
す
。

3 

発
電
能
力
の
向
上

ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
る
熱

は
、
ボ
イ
ラ
で
回
収
さ
れ
て
、
蒸
気
を

作
り
ま
す
。
そ
の
蒸
気
を
利
用
し
て
発

電
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
焼
却
に

伴
っ
て
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
有

効
活
用
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
も
高
効

率
の
廃
棄
物
発
電
設
備
を
導
入
し
ま
し

た
。
発
電
能
力
は
最
大
9
1
5
0
k
W

あ
り
、
旧
工
場
（
4
0
0
0
k
W
）
の

2
倍
以
上
の
発
電
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
作
ら
れ
た
電
気
は
工
場
を
稼
働
す

る
た
め
に
利
用
さ
れ
、
余
っ
た
電
気
は

電
気
事
業
者
へ
売
却
し
て
い
ま
す
。

4 

熱
の
有
効
利
用

ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
作
ら
れ
た
蒸

気
は
発
電
に
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
、
蒸
気
の
一
部
を
熱
供
給
事

業
者
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

発
電
で
利
用
し
た
後
の
蒸
気
の
熱
を
利

用
し
て
温
水
を
作
り
、
こ
の
温
水
も
熱

供
給
事
業
者
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
光
が
丘
清
掃
工
場
で
は
、

発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
な
限

り
回
収
し
て
、
有
効
利
用
し
て
い
ま

す
。

5 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
寄
与
す
る

た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
随
所
に
有

効
活
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
新
工
場
の

特
徴
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
の
1
つ
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
て
発
電
を
行
っ
て
い
ま

す
。
発
電
能
力
は
最
大
で
約
50 

k
W
あ

り
、
作
ら
れ
た
電
気
は
、
工
場
内
で
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
屋
上
の
天
窓
か
ら

自
然
光
の
取
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
を
施
し

て
建
物
の
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
と
と

光が丘清掃工場がしゅん工しました！

【旧】光が丘清掃工場（平成28年5月撮影） 【新】光が丘清掃工場（令和3年3月しゅん工）

［施設概要］

■ 敷地面積：約23,000㎡　
■ 焼却方式：全連続燃焼式火格子焼却炉
■ 焼 却 量：300トン /日（150トン /日・炉×2基）
■ ボイラ圧力・温度：4MPa・400℃
■ タービン発電機定格出力：9,150kW
■ 工 場 棟：地下2階、地上4階
■ 煙　　突：高さ約150m
■ 工　　期：平成28年6月28日から
　　　　 　　令和　3年3月15日まで



17

も
に
、
雨
水
を
貯
水
し
て
水
や
り
に
利

用
し
、
植
物
を
育
て
、
周
辺
の
緑
と
一

体
と
な
っ
た
景
観
の
創
出
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
◆
新
た
な
見
学
コ
ー
ス
◆

新
し
く
な
っ
た
光
が
丘
清
掃
工
場
の

見
学
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

玄
関
棟
か
ら
入
場
し
た
見
学
者
は
、

最
初
に
2
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
写
真
1
）
に
入
り
ま
す
。
こ
こ
で
目

を
引
く
の
は
、
実
寸
大
の
ご
み
ク
レ
ー

ン
バ
ケ
ッ
ト
の
模
型
で
、
来
場
す
る
見

学
者
の
印
象
に
残
る
展
示
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
旧
工
場
と

新
工
場
の
模
型
、
光
が
丘
清
掃
工
場
の

あ
ら
ま
し
な
ど
を
紹
介
し
た
壁
面
年
表

を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
映
像
説
明
装

置
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
で

は
、
清
掃
工
場
の
設
備
に
つ
い
て
C
G

を
活
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

見
学
者
説
明
室
で
は
施
設
紹
介
映
像

を
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
室
内
か
ら
直

接
、
収
集
車
が
ご
み
を
ご
み
バ
ン
カ
に

投
入
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
3
階
の
ご
み
バ
ン
カ
と
ご
み
ク

レ
ー
ン
の
見
学
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
ご
み

ク
レ
ー
ン
が
ご
み
を
つ
か
ん
で
焼
却
炉

へ
投
入
す
る
様
子
を
2
5
0
イ
ン
チ
相

当
の
床
面
ス
ク
リ
ー
ン
（
写
真
2
）
に

投
影
し
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
を
体

験
で
き
ま
す
。
ま
た
、
見
学
者
通
路
の

各
所
に
は
、日
本
語
、英
語
、中
国
語
、韓

国
語
に
対
応
し
た
説
明
文
に
加
え
、映

像
に
よ
る
解
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

場
内
説
明
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

4
階
の
展
望
ホ
ー
ル
で
は
、
光
が
丘

公
園
を
一
望
で
き
る
ほ
か
、
床
面
の
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
指
定
の
位
置
に
立
つ

と
、
収
集
車
の
工
場
ま
で
の
搬
入
経
路

を
L
E
D
で
示
す
仕
掛
け
を
施
し
、
街

と
工
場
の
つ
な
が
り
を
視
覚
的
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
続
く
3
R

学
習
エ
リ
ア
（
写
真
3
）
で
は
、
3
R

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
）
の
意
義
や
必
要
性
な
ど
を
パ
ネ

ル
展
示
で
学
習
で
き
ま
す
。
ま
た
、
見

学
者
が
取
り
組
も
う
と
思
う
3
R
を
一

つ
選
び
、
自
撮
り
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
で

「
R
」
の
ポ
ー
ズ
を
体
で
表
現
し
、
撮

影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
画
像

が
通
路
上
に
あ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表

示
さ
れ
る
な
ど
、
3
R
へ
の
関
心
を
高

め
る
体
験
型
の
展
示
物
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
清
掃
工
場
の
見
学
を
中

止
し
て
お
り
ま
す
が
、
見
学
が
再
開
さ

れ
た
際
に
は
新
し
く
な
っ
た「
光
が
丘

清
掃
工
場
」に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

職
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

建
設
部
建
設
課
）

〒179－0072
　東京都練馬区光が丘五丁目3番1号
　電話：03－5967－1356（代表）

［交通機関］
　都営大江戸線「光が丘駅」から徒歩5分
　西武バス「旭町南地区区民館」下車徒歩5分

（写真2）床面スクリーン （写真1）エントランスホール

（写真3）3R学習エリア
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特別区職員研修所からのご案内

9月の研修メニューを紹介します

 高齢者地域支援
対　象：  高齢者施策、高齢者保健福祉に携わる職務経験２年以上の職員
内　容：  ○高齢者地域支援のあり方について
 ○地域包括ケアについて　　　　　　　など

日時：９月28日（火）
　　　9:00〜17:00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

児童相談所関連研修

児童福祉司任用前講習会・
指定講習会①（合同実施）

9月下旬〜10月中旬
児童福祉司任用前講習会； 社会福祉主事たる資格を得た後、一定の期間児童福祉事業

等に従事した職員、子ども家庭福祉に携わる職員等
指定講習会；保健師、保育士等一定の資格・免許等を有する職員

ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上⑦ 9/2（木） 係長級以下の職員 ★主任の職員

クレーム対応⑤ 9/30（木） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

協調型リーダーシップ③ 9/2（木） 主任以下の職員
★ リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこと
で、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献
したいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法④ 9/29（水） 1 級 職 の 職 員
★ 地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を
行いたい1級職の職員

特別区制度① 9/2（木） 全 職 員
★  都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴につ
いて、地方自治法等の根拠条文を読み解きながら学びたい
職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、9月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部10月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
	 （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
8月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00〜17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　本講座は東京都立大学（南大沢キャンパス）で8月18日（水）
〜21日（土）に開催される「日本進化学会第23回東京大会」
のプレ講座となります。
　日本進化学会第23回東京大会は、高校生は無料で参加（オ
ンライン参加可）できますので、最先端の学術情報に接するま
たとない機会です。プレ講座を受講してから大会に参加してい
ただければ、理解・興味も格段に増すと思います。是非、プレ
講座を受講してから実際の学会を体験してみてください。高校
生による発表も予定されています。
　今回のオンラインスペシャルでは、学会にも出席される日本
を代表する先生方が、生物の進化に関する講義を6回のシリー
ズでオンラインでお届けします。さらに東京都立大学からは、
現在、進化研究の最前線で活躍中の新進気鋭の若手教員も講師
として参加します。進化生物学は、生物学の中でも特に多様性
の高い分野です。講師の先生方の研究分野は多岐にわたり、進
化研究の広い分野をカバーしています。

●昆虫と微生物の共生進化
●サメから形の進化を学ぼう
●ヒトの進化と多様性
●ゲノムの進化と生物の進化
●多様な形や性質の進化
●性選択形質の進化と表現型可塑性

講　師：深津 武馬（産業技術総合研究所・首席研究員） 
 田村 浩⼀郎（東京都立大学教授）他
日　時： 8月5日（木）10：30〜15：45、
 8月6日（金）10：30〜15：45
受講料：無料 （高校生専用講座）
場　所：オンライン形式
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ

ンライン形式》講座となります。

●江戸〜東京における災害の足跡と防災対策 【講座コード：2121T006】
　ーこれからの東京の防災を考えるー

● 高校生のための 
   日本進化学会 東京大会 プレ講座 【講座コード：2121G103】

講　師：江原 信之
   （⼀社）防災機器検査協会会長　　　　　　　
 元東京消防庁 震災対策課長
日　時：8月7日（土）〜9月25日（土）
　　　　10：30〜12：00（4回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン形式
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ

ンライン形式》講座となります。

　東京は過去から現在まで様々な自然災害に見舞われて来まし
た。特に人口が集中した江戸時代から今日に至るまでに発生し
た大火、地震、水害などの足跡をたどり、被害の特徴や防災対
策がどのように進んできたかを本講座では振り返ります。また、
今後発生が危惧されている大規模災害に対して、他の都市や海
外の災害の事例や教訓も含めて、現代の東京が抱える防災上の
課題や、今後必要な対策について考察します

第1回　「江戸から東京までの火災の変遷と対策について」
第2回　「江戸から東京までの地震災害の変遷と対策について」
第3回　「江戸から東京までの風水害の変遷と対策について」
第4回　「これからの東京の防災対策を考える」
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ネットで地方競馬を楽しむなら！ 全国の地方競馬全レースが買える！ライブが見られる！

50円から買える！「トリプル馬単」も発売！

馬券を買うだけでお得なポイントが貯まる！

最短15分でスパッと馬券購入！

No.376　令和3年7月12日発行

8月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

黒潮盃マイルグランプリ

浦和競馬開催

大井競馬開催 大井競馬開催

船橋競馬開催

マイルグランプリ（SⅡ）
●8月5日（木）
●1,600m

黒潮盃（SⅡ）
●8月18日（水）
●1,800m

スピードと持久力のバランスが試される1マイル
（1,600m）戦で、過去の優勝馬には南関東を代表す
る数多くの実力馬が名を連ねています。

真夏の3歳限定戦として春のクラシックロードを戦っ
た実績馬に対し、夏を迎えて急成長した上昇馬と、秋
の飛躍を期する他地区の実力馬が激しいレースを繰
り広げます。

川崎競馬開催

9月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

東京記念 ゴールドジュニアアフター５スター賞

大井競馬開催 大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

アフター5スター賞（SⅢ）
●9月7日（火）
●1,200m

東京記念（SⅠ）
●9月8日（水）
●2,400m

ゴールドジュニア（SⅢ）
●9月20日（月祝）
●1,200m

短距離戦で持ち味を発揮
する快速馬たちが、自慢
のスピードで残暑を吹き
飛ばす1,200mのスプリ

ント戦。東京盃からJBCスプリントへ続く秋の短距離交流重賞
に向け、南関東所属の有力馬が始動する注目のレースです。

TCKでは数少ない長距
離重賞で、1964年の東
京オリンピック開催を記
念して創設。第1回から変

わることなく2,400mの距離で実施している伝統の古馬重賞
です。全国の地方実力馬たちが、秋の大一番JBCクラシック
を目指し繰り広げる激しい戦いに注目です。

2019年まで準重賞
として実施されていた
「ゴールドジュニアー」
が2020年から重賞

に格上げされ、TCKで行われる今年最初の2歳重賞です。
今年からは距離を1,200mに変更して実施となります。デ
ビューして間もない若駒たちが集い、翌年のクラシック制
覇を夢見て若さ溢れる走りを披露します。

川崎競馬開催

船橋競馬開催


